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.
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問
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台
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、
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あ
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↑
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憾
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す
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E
Y
間
交
の
間
関
に
一言

重

苦

震

の

年
と
し
て
一

一

を

害

す

一員

そ

申

告

き

長
'重

い
昭
和
=
干
=
年
自
主

主

主
す
・

一
勺
た
の
で
あ
む
ま
す
・
さ
ら
に
一よ
っ
て
、
北
津
ま

ま

き

〈

玄

民

凸
皆
さ
ん
と
力
金
合
わ
せ
一

一

動

汚

J
一体
が
・

量
呆
自
ら

Z
T
B

え
る
ニ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
一

し
か
し
、
四
年
に
一

号

云
一第

二

主

主

計

画
に
つ
き
ま
-改
善
さ
れ
た
こ
と
を
、
遺

耳
目
一と
も
ど
も
に

ニ

量

廃
止
目
的
一

服

運

冷

え

一計
置
に
嵩
L
・

2
E告

が
J山
花

以

内

U
1一日
ト
れ
わ
れ

は

沼

守

盟

七

日
じ

♂

待

出

制
限
万
一
日
引
い
い
川
町
十
日
い
弓

一昨
日

じ

い

け

日

日

付

一

克

陥

J二
一

か

古

山
Jd
K
M
町

一
れ
ほ
ト
一山

わ
が
闘
範
演
は
、
海
外
h
h
h

幅四
一漁

忌
班
、
と
と
も
に
、
私
た
ち
芭
一
計
画
と
す
べ
く
、
政
府

医
長
一

弘
巳
、
ま
た
、
析
し

い
一口

に
一す
れ戸和
=
7

=
年
宏
之
聞
に
あ
一

に

J
，

的
反

り
，

て

よ
う
と
す
る
，
E
く
る
み

s

h
m
日

抗

日

紅

、一

立

住

民

団

法

日

い
日

ド

ロ

一日
刊
誌

加

わ

れ

れ

は

一h
u炉、
足
立

げ

ピ

説

付

一討

し

れ

刊

は

兵

一

道

一

二

(

一動

ぷ

即

日

必

寸

γ
か
ら

摂

山
市

長

れ
い
h
i詔

一一は

お

れ

刊
は

γ
長

時

五

日
間

ぶ

れ
な

花

山

当

日

い

な

山

内
前

十

計

約

一ぁ
L
さ
っ

と
い
た
し
ま
す
.

一

全

一

一

院
は
日

紛

れ

ほ

明

日

い

せ

況

は

ね

れ

外

に

L
は
れ

れ

す

れ

臥

U
い

お

一れ
は
1
河
川
崎

い

♂

笠

松

お

冷

汁

刊

誌

お

一

哀

れ
い
は
叩

訪

問
引
間
同
一段

muf詰
炉

じ
れ

た
る

二
り
よ
う
な
好
況

ι
も
か
一生
表
す
る
と
と
も
に
・

r
民
主
官一

こ
の
計
一毘

土

日
も
早
〈
陣
立

7
t
k
推
泌
す
る
こ
と
は

た
だ

↑

一

続
動
員
す
る
，
冷
笹
克
服
装
地
;
に
展
開
す
る
も

ιと
と
る
即

、
わ
ら
ず
、

北
寵
志
は
、
四
十
一位
即
時官官
克
服
へ

白
不
屈
む
窓
一さ
れ
る

こ
と
を
張
〈
希
醤
す
右
一鼠
に
回
京
経
済
と

五
道
監
苧
中
一

一

笹

山即

e
t
、
各
市
町
村
、
幸
福一
で
す
が
、
ニ

白
型
動
全
出
辰
之

年
来
ル
大
時
書
に
見
世
H
h
q

一志
と
窓
地

虫
剤F
目
盛
田
恒
オ
に
一と
と
も
に
、

第
二
次
五
ケ
tn
計
一愚
民
乞
は
か
る
「
に
文
書
な
役
一

一

苦

草
国
休
止
一
体
と
な

っ
て
畏一
し
て
、
ふ
た
た

ER
f
己
訟
の

崎
和
二
十
九
年
、
ニ
十
九
年
目
↑よ
り
、

こ
巴
写
生
し
て

草
主
酉
わ
質
誌
に
き
っ
て
位
、

過
去
一岡
山
を
民
タ
山
み
で
な
く
、
プ

ン

一

一

関
す

る
ニ
と
に
な
り
ま
し
た
。↑
と
に、

時
容
が
〈
ふり
這
え
さ
F

冷
害
む
痛
手
い
ま
だ

也
え
ぬ
為一
時
筈
白
根
ゑ
肝
訣
を
は
か
る
た
一E
勾い

E
を
反
省
し

つ
つ
、
さ
ら
一
ア
民
族
全
悼
む
生
活
ーォ
準
山
向
一

一

二
由
連
一脇
田
ね
ら
い
位
、
第
一な

レ
態
傍
き
き
ず
き
あ
げ
る
こ

家
に
基
ス
な
る
打
撃
を
民
え
た
一
め
の
延
訴
を
築
く
え
た
ら
し
め
一に
量
弘
基
盤
む
盤
惜
士
は
か
わ
一k
に
寄
民
し
、
壬

2
A川町
駅
係
一

ご

に
量
家
各
戸
が
膏
曇
田一反
省

E
が
期
待
き
れ
て
い

ま
す
。

の
で
あ
ち
ま
す・

2章
二

さ
ら
に
員

に
つ
き
ち

で

も
一霊
耳
目
高
度
化
生
推
進
し
て
、

一を
型
地
る
上
に
大
き
な
需

主

1
1
1
l
i
l
i
a
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1

い
か
を
位
じ
品
と
す
る
沿
岸
漁
一そ
白
銀
主
解
訳
を
は
か
る
施
策
一選
民
生
活
。
安
定
向
上
を
は
か
一な
す
も

四
と
信
ず
る
白
で
あ
わ
一

従
深
巡
回
輪
一
時
相
談
所
生
毎

A
一

毘

録
申
慢
性
的
凶
裕
巳
、
漁
撃
の
↑
主
務
ず
る
年
と

い
た
し
た
也、と
一る
べ

く
，
新
た
な
る
第

一
歩
生
↑ま
す
・

一

七
日
、
二
十
三
日
目
=
回
開
法
二
月
比
九
百
円

訊
V

二
十

生
活
を
き
ゅ
う
迫
せ
し
め
、
冷
一念
臨
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。
一踏
み
だ
し
た
い
と
思
う
も
む
で
一

こ
の
意
味
に
後
て、

私
位

同
一

致
し
て
お
め
ま
し
合
が
京
痘
山
一三
日

で
武
ヤ

笹
と
紺
ま
っ
て
、
豊
漁
軒
に
闘一

衣
に
Z
露
目
総
合
開
設
は
.

一あ
ち
ま
す
。

一

---"司

(四)

新
年

の

つ

1‘ 

五う

宝、

、v

北
海
道
知
事

敏

文

、r
、ー

的かね町政党よ. ~、ま砲事32'手1月15日直行(第40号1-F持い

ι

，
 

，
 

，
 

i
f
 

巡回職業相談所

-・・・・.....，.‘・・・，..U..H~5 
4 

の愛更開設日

l' 

?紘一一
「‘
 


